
 

  

 

   

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ノーバディズ・パーフェクト（NP）プログラムについて 

NP 部門代表 伊志嶺 美津子 

本プログラムの事務局が旧ＫＲＣからＣＦＲＣに移管されて１年が経ちました。事務局の川島さんはじめスタッフが慣れぬ作業に取り

組んで、どうやらＮＰ事業を進める基盤ができてきたかと思います。ファシリテーターの皆さんには不自由をおかけすることがあると思

いますが、一層の努力をしていきますのでよろしくお願いいたします。４月末には２０１３年度ノーバディズ・パーフェクトジャパン（Ｎ

ＰＪ）の総会が開かれ、ＮＰＪ加盟３団体がＮＰファシリテーターの養成と資格認定、プログラムの質の向上に努めていくことを確認し

ました。これまでに、旧ＫＲＣとＣＦＲＣの養成講座を受けた方の５９％がプログラムを実施してＮＰＪに申請し、ＮＰファシリテータ

ーとして認定された方は４７６名になりました。 

ＮＰは高い人権意識に裏付けられたカナダの文化が生み出したものです。ＣＦＲＣの本プログラムへの取り組みは、１９９２年来続け

てきた私たちのカナダ研究を基盤にしています。カナダの家族支援に感銘を受けた私たちは、その精神をそのまま伝えたいと、ＮＰテキ

ストの翻訳にもこだわり、養成講座の中にも盛り込んできました。プログラムが技法とするファシリテーションは、参加する親への信頼

をもとに個人とグループの力を活かし、親自身が学びあって力を高めていく、支えあう絆をつくることなどを目指してファシリテーター

が伴走していくものです。このファシリテーションを親子にかかわる保育者や支援者が身につけて活かせれば、子どもと親のエンパワー

メントにつなげることができます。 

ＣＦＲＣにはファシリテーター養成講座を受けた方たちが運営する「トポスの会」があり、 

会員が自主的に活動し、学びあっています。年４回の例会ではテーマと担当者を決めて 

ＮＰの手法に即して勉強会を行います。トレーナーも交えて先輩と後輩が一緒に実践 

の中で疑問を持ったことなどを取り上げて解決を図る過程は、まさにＮＰプログラム 

で支えあう体験学習そのものになります。トポスの会はファシリテーターとしての 

情報を互いに得る場でもあり、一人では見つけにくい初めての実践の場を紹介される 

こともあります。養成講座を終えて、未加入の方にはぜひ参加をお勧めしたいと思います。 

 

ごあいさつ 

                   理 事 長  福川 須美 

東日本大震災から２年以上の歳月が流れましたが、いまなお避難生活を余儀なくされている方々が各地で苦労を重ねていられます。

会津若松市に仮住まいの大熊町のみなさんもその一人です。子どもたちに「スマイルタイム」（シルバーライニングプログラム（ＳＬ））

を届ける活動は、今年度も継続していますが、その他の地域にもこのプログラムを必要としている子どもたちや大人がいるにちがいあ

りません。レインボウプログラムもなんとか実施サイトを増やしたいものです。 

平成２４年度からはノーバディズ・パーフェクトのファシリテーター養成事業も、事務局機能も合わせたＣＦＲＣの事業として、順

調に滑り出すことができました。関係者の皆様の並々ならぬ御尽力のおかげです。こころより感謝申し上げます。小規模なＮＰＯです

が、これらの社会的に意義ある活動を地道に継続しています。きっと世の中にもっとＰＲし、協力していただける方々を会員としてお

誘いする努力をすれば、プログラムの普及・拡大につながるに違いありません。ホームページはもちろん、様々な機会にアピールして

いきたいものです。少しでも関心を持たれましたら、ぜひ、ご連絡いただきますようお願い申し上げます。 

また、私たちの活動を支援したいとお考えであれば、ご寄附も大歓迎です。今後ともＮＰＯ法人子ども家庭リソースセンターにご協

力のほど、どうぞよろしくお願い申しあげます。 
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← アイスブレーキング集 
  セッションに入る前に行う、 

緊張ほぐすためのゲーム集。 
「トポスの会」アイスブレー 

キング集編成委員会が制作。 
アイディアの集大成。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

レインボウズの創設者スージーさんを悼む 

レインボウ・ジャパン代表 櫃田 紋子 

レインボウズ（Rainbows International）を創設して３０年以上、家族に起こる喪失に苦しむ子どもたちへの支援活動に専念してこ

られたスージーさん（Suzy Yehl Marta）が、本年１月に急逝されました。心からの哀悼の意を表します。 

２０００年にスージーさんをお招きし、児童養護施設の子どもたちにレインボウ・プログラムを実施してきましたが、彼女は日本の

小さなＮＰＯ団体である私たちの活動を温かく見守り続けてくださいました。そして、東日本大震災の時には直ぐにシルバーライニン

グ・プログラム（自然災害版）を提供して応援してくださいました。 

ＣＦＲＣでは、ＮＰに関心を持たれた方への「ＮＰプログラム入門講座」、ファシリテーター養成講座を受けた方でまだ実践に至らな

い方への「フォローアップ講座」、実践はしたがさらに学びたい方への「ステップアップ講座」にも力を入れていて、それぞれ年２回開

講しています。このＮＰファシリテーターが伴走して実施するＮＰプログラムに参加された方は、一様に満足され前向きに変化されます。

このプログラムに関心を持たれた方には、まず「入門講座」の受講をお勧めしたいと思います。 
 

[ファシリテーターの思い]  
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ＮＰプログラムにかかわって 

日本保育者支援協会 大内 克夫 

子育て支援研究センターが、正式のＮＰファシリテーター（ＦＡ）養成講座を 

実施したのは２００４年７月のことでした。ＮＰプログラムは、そのテキストの 

冒頭で「人は親として生まれてくるわけではありません」とうたい、誰もが親になるための 

学習が必要であることを宣言しています。目標とするのは親としての自覚を促し、考える親を育てる

ということ。カナダ政府が国を挙げて実施しているこのプログラムの企画・進行を担うのがＮＰファ

シリテーターです。教える人ではなく寄り添う人。伴走者と訳されています。 

人を育むプログラムだと実感したのは、私自身がＦＡ資格を取得したときのこと。ＦＡとしてかか

わる中で、自身の問題点も見えてきます。子育て支援者なら全員が学ぶべきものとも強く思ったので

す。プログラムに参加した親の中からＦＡをめざす人も現れ、望ましい循環が生まれているのも嬉し

いことです。  

朝日カルチャーセンターに在職中から、子どもの健全な成長に関わる分野に関心があり、スクール

ソーシャルワーク、ファミリソーシャルワークの企画などにも携わっていました。仕事人生の最後に、

この「育みのプログラム」の普及にかかわることができたことは本当に幸運なことだったと感謝して

います。 

このプログラムが更に更に広がっていくことを心から願っています。 

 

 

ＮＰＪ認定トレーナー  芹澤 文子 

               長野県上田市は四方を山々に囲まれた自然豊かなところです。山や川、田畑や果樹             

園があり、地域にはそこで培われ、つながる文化があります。そんな環境でありな 

             がら、子育ては、今の日本が直面している様々な課題を一様に抱えます。むしろ、場 

所に          所によっては、孤立しがちな子育てになりやすい条件が整います。子育て支援への想い 

           を共にする上田市でのＮＰのファシリテーター養成講座受講者は３８人になりました。 

受講者は、「お母さんたちは誰もが力をもっている」ことにプログラムを通して実感し、プログラム以外にもそれぞれ

の場でファシリテーションを生かした取り組みをしています。 

上田市は、年間７コースのＮＰプログラムを子育て支援事業として組んでいます。養成講座を受講した後「ながの

トポスの会」では、尊重し合い共につくり上げる力を互いに学び交流しています。一人ひとりの想いが力となり、子

どもたちが育ちゆくところに明るい兆しがひろがるのを感じます。 

 

 ↑ Nobody’s Pefect  
  「からだ」 

「安全」 
「こころ」 
「行動」 
「親」 
 ５冊セット 

 
  

大内克夫さんは・・・ 

旧KRCでNPファシリテーター養成のシステムの 

基盤をつくるにあたり、ずっと裏方で支えてくださっ

た方です。昨年3月に退職されてCFRCがそれを引

き継ぎましたが、今後もNPファシリテーター 

として活躍されることと思います。 

 

芹澤文子さんは・・・ 

長野でNPトレーナーとしてもファシリテータ

ー養成にあたり、互いに学びあうために「なが

のトポスの会」を立ち上げ、会報を出すなど  

地道に活動されています。 
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２０１２年度は２つのプログラムがそれぞれ、「タイガーマスク基金」、「東日本大震災復興支援財団子どもサポート基金（第３期）」

より助成金を受け、いっそう充実したサポートプログラムを実施することができました。そして昨秋から、訪日の際にスージーさんか

ら奨められたプログラムの一つであるプリズム（ひとり親へのプログラム）も漸く実施の目途がつき準備を始めたところでした。日本

での進捗状況を報告したいとおもっていた矢先、訃報に接し残念でたまりません。 

これから私たちがしなければならないことは、スージーさんの遺志を大切にして活動を継続していくこと、そして一人でも多くの子 

どもたちが困難を乗り越え元気になることを願って一歩一歩前にすすめていくことだとおもっております。 

今後ともレインボウズへのご理解ご協力を賜りますようよろしくお願い申しあげます。 

 

  

 

 

 

  

 上月 美穂 

先日、生まれて初めて、直接かかわりのある友人が亡くなりました。１１月下旬まで 

普通にメールをやりとりしていたのに、そこからわずか１カ月半で彼女は突然逝ってし 

まった。二度と彼女からメールの返事が来ない。そう思うと、涙が止まりません。 

      私にとってせめてもの救いは、彼女が自宅で息子さんの腕の中で息を引き取ったことです。 

彼女の名前は、Suzy Yehl Malta、アメリカで Best NPO の賞も取ったことのある、Rainbows International の創設者です。彼

女は、自分が離婚した時に、両親の離婚を深く悲しみ、（ほとんどの子がそうするように）自分をせめている自分の子どもを何と

かしてその苦しみから救ってあげたいと思い、１９８３年に心理学やカウンセリングをベースに、プログラムを開発しました。現

時点で４９カ国に拠点があり、２７０万人の子どもたちがこのプログラムで親の離婚や死別からの深い悲しみから救われていま

す。現在では、自然災害用のプログラムが開発され、米国カトリーナや９.１１で実施され、現在私の友人たちが、東日本大震災

で被害にあった子どもたちにプログラムを実施しています。実施は、Rainbowsのトレーニングを受けた、臨床心理士、スクールカ

ウンセラーなどが当たっています。 

私は、たまたま英語がしゃべれたので、是非この Rainbows を日本に導入したいという、心優しい発達心理の専門家にどうして

もと頼まれ、日本人として初めてこの Rainbows のトレーニングをアメリカで受けました。企業でキャリアを積むことやお金を稼

ぐのは楽しいし大好きです、でも、どこかでボランティアをしていないと、自分はバランスがとれないと自覚していたので、かれ

これ学生時代から１５年ほど日本代表のコミュニケーターとして、シカゴの本部とのやりとりを担当していました。それは、スー

ジーから一番信頼されていたから、ということもあるでしょう。 

そんな彼女が突然いなくなってしまった…。特に、東日本大震災に関しては、密にやり取りをし、一日も早いプログラムの実施

のために、彼女は多大なサポートをしてくれました。実施も軌道にのり、東日本大震災復興支援財団から念願の助成金も取れたと

いう報告をした矢先のできごとでした。今はまだ彼女のことを思い出すと涙が出てきてしまう。でも、きっと彼女は必要とされる

限り、子どもたちに手を差し伸べ続けたのだと思う。私のやっていることは本当に微力だけれど、深い悲しみを背負った子どもた

ちがきちんと悲しみと向き合い乗り越え、元気を取り戻すことができるのなら、きっと続ける意義のあることなのでしょう。 

彼女の死で思ったことは、大切な友人や家族とは、常に感謝の気持ちを伝え、悔いのない時を一緒に過ごす、ということ。これ

までも実践してきたつもりだけど、これからも続けます。これを最後まで読んでくれた皆さん、どうもありがとう。体をご自愛し、

身の回りの大切な人を本当に大切にしてください。私も、健康管理、気をつけます。 

プチ里親レインボウ 2012年度の活動 

 越智 三佳 

 

本年度は子山ホームと一宮学園の合計１５人の小学４年生が、３人のファシリ 

テーターさんとレインボウを実施しました。ファシリテーターの中には、仕事の休日に 

片道３時間もかけて通ってくださった方もいらっしゃいます。３月１６日にセッション終了

後のお楽しみ遠足を実施しましたが、今年度は初めて２施設合同で行い、東京ディズニーラ

ンドでお天気に恵まれた１日を１４人の大人と楽しみました。夕食所では蕎麦打ちを拝見し

ました。好奇心一杯で、固唾を呑んで蕎麦打ち名人の手元を見つめ、物怖じせず質問する子

ども達の健やかさに、人間の強さを感じないではいられませんでした。なお、今年度はタイ

ガーマスク基金より助成金をいただきましたので、子どもたちが使う絵本等の教材を充実さ

せることができました。 

 

 

越智三佳さんは・・・ 

レインボウズの公認ディレクターとして、２００２ 

年から児童養護施設の子どもたちのために活動されてい

て、現在プチ里親レインボウ代表です。日本版 

テキスト・絵本等の翻訳も担当されています。 

 

 

上月美穂さんは・・・ 

アメリカで初めてディレクター・トレーニングを 

受け、今日までシカゴ本部とのコミュニケーターと

して活躍されています。美穂さんがフェイスブック

に載せた哀悼のことばを、彼女の了解のもとに 

転載いたします。 

 Ｆｅｅｌｉｎｇｓ ↓ 
 きもち テキスト 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「スマイルタイム」のその後 

 シルバーライニング プロジェクト代表 永田 陽子 

 [町としての取り組み]  

おたより３月号で報告したように、２０１２年度の「スマイルタイム」 

も無事終了しました。 

大熊町でのスマイルタイム導入にご尽力いただいた酒井和枝先生が、昨年 12

月に退職されました。先生は、学校やファシリテーター、本会との調整や子ど

もたちへの細やかな配慮をたくさんしてくださいました。これまで同様、夏目

さんがスマイルタイムのコーディネーターを継続し、スクールソーシャルワー

カーの高瀬先生と二瓶先生が学校との調整をすることになりました。 

２０１３年２月と３月の２日間、修了後の振りかえりの会をしました。「スマ

イルタイム」の振りかえりと同時に、次年度計画の検討も兼ねています。ファ

シリテーターの方から出された忌憚のない意見や気づき、アイディアは現地の

方ならではの視点がありました。それらを加味しながら、子どもたちの心を支

えられるプログラムの内容を提供する役割をリソースセンターが担っていま

す。被災当事者と専門性をもつ我々との協働によって、子どもたちへプログラ

ムは届けられているのです。 
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 植野 久美子 

３年前の３月に友人からお誘いを受けまして、できるかどうか迷いましたが、敢えて 

自分を鼓舞してファシリテーターを引き受けました。 

   １年目は男子４人、女子１人で、お互いに緊張しながら１回目が始まりました。体に触れる事を嫌

い打ち解けるまでに時間がかかる子どももいましたが、何時の間にか全員が毎週レインボウの部屋に走って来てドアを

思い切り開けて入ってくるようになりました。その姿がとても可愛くワクワクした事を思い出します。   

七夕のお願い事を聞くと、「誰にも言わないでね。僕はお母さんに逢いたいんだ。」と耳元で言ってくれたこと、私が

喧嘩を止めた事に怒った子ども同士が物凄い喧嘩になったりした事など、色々な事がありました。しかし、回数を重ね

て行くうちに５人の子どもたちが仲良くなり、何時の間にかすてきな関係が生まれていました。     

突然私に飛びついて来たり、様々な思いも寄らない状況が起こったりもしました。自分の昔の嫌な事をそっと話して

くれた時には私自身の胸が痛みました。そんな時、「内緒ね。」と約束するとホッとした顔をして微笑んでいた事も忘れ

られません。    

２年目、３年目の子ども達もそれぞれ特長がありましたが、１週間に一度、私に会いに階段を駆け上がって来る姿が

忘れられません。毎回別れる時に思いっきり握手をしたぬくもりが今でも感じられるようです。レインボウの終了後に

手紙をくれる子どももいますし、みんな今でも逢うと飛び付いて来てくれます。何よりも嬉しいのは全員がレインボウ

をとても懐かしく思っていてくれていることです。 

家族の事情によりこの３月で私の活動は終了しますが、これからは担当した子どもたちの幸せを陰ながら見つめて行

こうと思っています。ファシリテーターを体験できて本当に良かったし、忘れられない経験をさせていただきまして感

謝で一杯です。ありがとうございました。 

 

 

植野久美子さんは・・・ 

児童養護施設一宮学園のプチ里親 

レインボウのファシリテーターとして 

３年間ご活躍くださいました。 

 

 

一つの事業の成果が出るのに１０年くらいは 

必要とのお考えの大熊町教育長 武内敏英先生 

のご理解のもと、平成２５年度も「スマイルタ 

イム」は５月からスタートしています。３月の 

振りかえりの会には、武内先生がわざわざ足を 

お運びいただき、ファシリテーターの方々へご 

挨拶をしてくださいました。 

下記はその時のお話です。    
ファシリテーターの方  々

２０１３年２月の振りかえりの会のメンバー。会場は大熊サロン〔ゆっくりすっぺ〕。 
 

現在の小学校  
（旧河東三小学校・現大熊町立熊町小と大野小） 

会津若松市旧河東小学校校舎に、避難してきた 
大熊町立熊町小学校と大野小学校の二校が同居 
しています。 
荒れていた学校を地域の方々がきれいに清掃し、 
大熊町の子どもたちを迎えたそうです。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
「スマイルタイム・ファシリテーターの皆様へ」 
                               平成２５年３月４日 
                               大熊町教育委員会教育長 
                                     武内 敏英 
みなさん こんにちは どうもご苦労様です。 

[スマイルタイム大熊町]は、会津若松市に避難し学校を立ち上げるとともに始めました。先生方には、算数、国語の問題をひとつ解く

よりは、子どもたちの心を大切にして過ごしていってくださいとお願いし、それから丸２年、大熊町はその方向でやっております。 

皆様もご承知のとおり、子どもたちは大変な思い、体験をし、色々な不安とか、悩み、淋しさ、悲しさを抱いております。学校に来

ると、集団のなかでは皆、明るいような表情をしますが、一人ひとりは、やはり大変な課題、問題を抱えています。人間は、その心が、

心配なこと、悲しいこと、辛いことがあると前に進みません。心の安定が「よし、やるぞ、頑張ろう」という前提条件になるわけです。

でも、私たち日本人は、すぐに「ほら、勉強やれ」とか「何やってんだ、宿題は」と、ストレートにいきがちです。こういう時期だか

らこそ、私は心を大切にする学校教育をしていきたいと思っております。 

子ども家庭リソースセンターにお願いして、スマイルタイムを立ち上げることにいたしました。ファシリテーターとしてお手伝いを

頂く方が必要だというので、研修会もやって頂きました。一昨年から２年間、お陰様でやってまいりました。子どもたちも、いろいろ

な不安、悲しみ、寂しさ、これらは誰かに話すことによって、相当癒されるわけです。それをみなさんに聴いていただく役割をして頂

いております。ファシリテーターの方々には、大変ありがたく感謝しております。来年度も是非、これは継続していきたいと思います。

というのは、時間がたつと、すぐに保護者の皆さんも、学校の先生方も、「もう２年経ったのだから心のほうは大丈夫だろう、勉強だ」

と言いがちです。しかし、決してそうではありません。時間が経てば経つほど、自分の家、自分の学校、そして町を離れての生活は、

ストレスもかさんできます。さらに心の教育が大事になってくるのではないかと思っております。 

先日、ある本で読みましたら、これからは時間が経つとともに、大人も子どもも、はさみが開いたような状況になるといいます。上

の刃のほうですと、前向きにどんどん進んでいく人、もう一方、下の刃のように、もう僕はダメなんだ、自分はダメなんだと、どんど

ん気持ちが落ち込んでいく人、この２つに分かれると。これが２年ぐらい過ぎるとはっきり見えてくるということですので、心のケア

はこれからが勝負であると思っています。 

今日もこうしてリソースセンターからおいで頂き、みなさんの研修をして頂いて、大変有難く、そして心強く思っております。平成

２５年度も、皆さんよろしくお願いいたします。 
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何の知識も経験もない自分に何ができるのか、不安だらけでスタートした 

プログラムでしたが、仲間と共に試行錯誤しながら、先生方にアドバイスを 

頂きながら、これまで参加させて頂きました。スタートは正直自分のためでした。 

何もすることがなくなり、知らない土地に日中一人になってしまった当初、仲間に 

声をかけてもらって話を聞いた時に、自分も誰かの役に立てるかもしれないと思い、不安 

ながら嬉しかったです。 

活動をしてみて、子ども達に思い出させることがよいことなのだろうかと初めは疑問でした。 

でも、大人でも聴いてくれる人が居れば話したい、お互い、皆一緒なんだとわかるとほっとする、 

それと一緒なんだと気づきました。胸に溜め込んだものを出させてあげる、その大切さを教えて 

頂き、自分も勉強になりました。これからも子ども達の為、自分の為、微力ながらお手伝いをし 

ていきたいと思います。(S) 
 
 

 

みんなつらかったり悲しかったり不安だったりしたと思います。でも「（集まりに）出てきたからこそ、そういう

気持ちがなくなってきた」とか「みんなもそういう気持ちだったんだ」等と聞くと、やって良かったと思います。最初の講座 

の時は、私にできることなのか、でも立ち止まってはいられないという半々の気持ちでした。毎週２回ずつ集まっていると、信頼 

が深まり、なくてはならない仲間です。これからもメンバーが変わったりするかもしれませんが、続けて行きたいと思います。(N) 

 

２０１２年度は、小学２年生、３クラス、４８名の子どもたちがスマイルタイムに参加しました。７回の１シリーズの実践には、約２

ヶ月間かかります。その間に会津若松を離れる生徒がおり、その友だちを見送る子どもたちもいます。どちらの子も、再度喪失を経験し

ます。また、この春、３人のファシリテーターの方が転居しました。転居する側も、残る側もファシリテーターも複雑な思いを抱えます。

居住地が安定するまでの間、今後もこのような経験が繰り返されることを思うと複雑な気持ちです。   

転居された方が新しい地域（での生活）に一日でも早く慣れることを願っています。 

スマイルタイムを実施したファシリテーターの方の感想をご紹介します。スマイルタイムは、 

大熊町で読み聞かせの活動をしていた方たちなどがファシリテーターとなって、震災半年後から 

実施されています。ファシリテーターは、ＳＬファシリテーター研修を受講後活動しています。 

[ファシリテーターの思い] （２０１２年９月時点）  

 

[2012年の教材] 気持ちのすごろく 

すごろくで駒の止まった所の『気持ち』 

について話し合う 

「スマイルタイム」の様子 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 inform ation

イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン

 」 子ども家庭リソースセンターからのお知らせ 

２０１３年度スケジュール                                               

１．ＮＰプレプログラム  オリエンテーション 年２回 

   2013/4/21   2013/10/20  13 00 16 00 2,000  

２．ＮＰファシリテーター養成講座 年4回 

  1   2013/5/18 ,19 ,25 ,26         

2   2013/8/17 ,18 ,24 ,25           

3   2013/11/16 ,17 ,23 ,24          

4   2014/ 2/22 ,23 ,3/1 ,2        

    

2 9 30 16 30 2 9 30 17 00 70,000 2,000  

３．ＮＰアフタープログラム 年2回 

     2013/7/ 28( ) 2  2014/1/ 19( )  

 9:30 12:30 13:30 16:30 3,000  

４．トポスの会 年４回 

 2013/6/9 9/ 8 12/8 2014/3/9  13 00 16 00 2,000  

 

 

寄付のお願い   

被災児の心のサポートプログラム実施のために、ぬいぐるみや材料費、被災地へ出向く交通費等が必要です。 

皆さまからのご援助をお願いいたします。 

＜振り込み先＞ ゆうちょ銀行にある振り込み用紙から振り込みが可能です。 

口座記号・番号 ００１３０－４－６５１５２２  加入者名：ＮＰＯ子ども家庭リソースセンター 

 
   

まだ始めたばかりで、無我夢中状態で、子ども達ひとり一人には、まだまだ気配りが 

できていないでいます。ファシリテーターの方が上手に勧めてくれるので、何とかやっていけて 

いるのだと感じます。私自身３人の子どもたちを育て（二人は成人しています）母親の立場として 

しか接することができませんが、これから少しずつ子どもたちの言葉に耳を傾けることができれば 

と思い、余り気負うことなく自然体で接していけたらと思っています。 

子ども達には、元気をもらっています！まだまだ充実感までは得られませんが、身の丈にあった 

活動をしていきたいです。(H) 

 

 

 

[エリカ基金] 

皆さん、ご存知ですか？アメリカに住む小学生エリカさんが集めた寄金です。アメリカ人の父と日本人の母をもつエリカさんは、以前日

本に住んでいました。東日本大震災を知った１０歳のエリカさんは、大好きな日本への支援を思い立ち、近所の方や友だちに声をかけて寄

付を募っただけでなく、学校でレモネードなどを販売して寄金を集め、その額５０万円になりました。ＥＴＩＣを通して、２０１１年１２

月被災した小学生の支援プログラム『スマイルタイム』にも寄付してくださいました。同じ年ごろの遠い外国からのエリカさんの思いは、

福島県大熊町の子どもたちに元気を与えてくれました。 

「自分にできることは？」と、震災直後誰もが思いました。エリカさんのようなこともできるのだと私自身が学ばされました。日本に思

いを馳せ募金をした方、レモネードを買った人々、エリカさんをサポートしてくださったご両親、多くの人々の温かい思いが結集された基

金です。エリカさん、そして、日本に温かい思いを届けたいと協力してくださった方々に、心よりお礼を申し上げます。 

   

 

現在、会津若松の小学校より、多くの子ども達がいわき市等へ転出しています。 

いわき等へ転校していった多くの子がバラバラになってしまっている様で、子どもたちや保護者が 

不安を抱えているのではと心配です。(H) 
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